
科
学

技
術

分
野

で
活

躍
す

る
女

性
研

究
者

・
技

術
者

、
大

学
生

等
と

女
子

中
高

生
の

交
流

機
会

の
提

供
や

実
験

教
室

、
出

前
授

業
の

実
施

等
、

女
子

中
高

生
の

理
系

進
路

選
択

を
支

援
す

る
取

組
を

実
施

す
る

。

女
子

中
高

生
の

理
系

進
路

選
択

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
(大

学
等

と
連
携
し
た
科
学
技
術
人
材
育
成
活
動
の
実
践
・
環
境
整
備
支
援

)

課
題

・
女

性
が

科
学

技
術

分
野

に
進

む
上

で
の

参
考

と
な

る
身

近
な

事
例

が
乏

し
く

、
女

性
が

研
究

者
等

を
め

ざ
す

上
で

将
来

像
が

描
き

に
く

い
。

・
自

然
科

学
系

の
学

部
・

大
学

院
に

占
め

る
女

性
の

割
合

は
、

人
文

・
社

会
科

学
に

比
べ

て
非

常
に

低
い

。

女
子

中
学

生
、

女
子

高
校

生

女
子

中
高

生
の

理
系

進
路

選
択

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム

女
性

研
究

者
の

積
極

的
な

採
用

・
登

用
を

促
進

す
る

た
め

の
取

組
に

加
え

、
女

子
児

童
・

生
徒

に
向

け
て

理
系

分
野

に
対

す
る

興
味

や
関

心
を

喚
起

す
る

取
組

の
強

化
が

必
要

。

実
験

教
室

の
実

施

取
組

例

期
間
：
１
年

金
額
：
原
則

15
0万

円
以
内

科
学

技
術
振
興

機
構

採
択

理
系

学
部

に
入

学

企
画

案
応

募

大
学
、
大
学
共
同
利
用
機
関
、

高
等
専
門
学
校
、

独
立
行
政
法
人
、
公
設
試
験
研

究
機
関
、
企
業
な
ど

進
路

選
択

の
参

考
に

な
る

身
近

な
事

例
、

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

等
の

情
報

の
提

供
！

※
平

成
26

年
度

学
校

基
本

調
査

よ
り
作

成

学
部

学
生
・
院
生
に
占
め
る
女
性
の
割
合

女
性

研
究

者
・

技
術

者
に

よ
る

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

の
提

示

女
性

研
究

者
の

キ
ャ

リ
ア

と
研

究
内

容
に

つ
い

て
の

講
演

、
臨

床
手

技
の

体
験

等
を

通
じ

て
、

医
理

系
分

野
の

多
様

性
や

研
究

の
面

白
さ

、
女

性
の

活
躍

を
示

す
こ

と
に

よ
り

、
医

理
系

進
路

選
択

の
意

識
を

醸
成

す
る

。

（
参

考
）

い
の

ち
を

支
え

る
医

理
系

研
究

っ
て

、
や

っ
て

み
た

い
！

（
実
施
機
関
：
奈
良
県
立
医
科
大
学
）

(%
)

平
成
２
７
年
度
予
算
額
：
1
5百

万
円

（
平
成
２
６
年
度
予
算
額
：
1
5百

万
円
）

運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額
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【別添２ 記入様式】 

「女性活躍加速のための重点方針 2015」該当箇所 

大項目 ２，社会の課題解決を主導する女性の育成 

中項目 （１）科学技術イノベーション立国を支える女性の理工系人材等の育成 

小項目 ② 理工系に進学を希望する女性の機会拡大を図るため、（中略）。

併せて、高等教育において理工系を志望する女性人材の増加を図る

ため、スーパーサイエンスハイスクールにおける女子生徒に対する理工

系教育に関する好事例の収集や他の高校等への情報提供を行う。 

該当施策名 

（事業名） 

スーパーサイエンスハイスクール 

該当施策の背景・

目的 

将来の国際的な科学技術関係人材を育成することを目的として、平成 14

年度から実施。 

該当施策の政策手

段の分類 
Ａ 法令・制度改正 

Ｂ 税制改正要望 

Ｃ 予算 

27年度予算： ２，３６１百万円 

※内数である場合はその旨記載。 

28年度要求方針： 新規  拡充  継続  

※該当するものに○をしてください。 

Ｄ 機構定員要求 

Ｅ その他（具体的に：  ） 

該当施策概要 先進的な理数系教育を実施する高等学校等をスーパーサイエンスハイス

クール（SSH）として指定し、学習指導要領によらないカリキュラムの開

発や課題研究の推進、観察・実験等を通じた体験的・問題解決的な学習等

を支援する。 

問い合わせ先 

部局課 

文部科学省 

科学技術・学術政策局人材政策課 
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ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
支
援

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
S
S
H
）

管
理

機
関

（
教
育
委
員
会
、
学
校
法
人
、
国
立
大
学
法
人
）

研
究
機

関
民
間
企
業

等
地
域
の

他
の
高
等
学
校


学
習
指
導
要
領
に
よ
ら
な
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
・
実
践


観
察
・
実
験
等
を
通
じ
た
体
験
的
・
問
題
解
決
的
な
学
習


課
題
研
究
の
推
進


創
造
性
豊
か
な
科
学
技
術
関
係
人
材
の
育
成
を
図
る
指
導
方
法
の

研
究
・
蓄
積


「
科
学
の
甲
子
園
」
や
国
際
的
な
科
学
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
等
へ

の
積
極
的
な
参
加

等

指
導
・
助
言
等

連
携

成
果

の
普

及

連
携

連
携

・
協

力

●
S
S
H
研
究
開
発
に
対
す
る

経
費
支
援

●
生
徒
研
究
発
表
会
の
開
催

●
S
S
H
の
成
果
の
普
及

等

文
部

科
学
省

支
援

学
校

の
指

定
（
５
年
間
）

指
導

・
助

言
・
評

価

大
学

●
S
S
H
へ
の
研
究
者
・

技
術
者
の
派
遣

●
大
学
に
お
け
る
体
験

授
業
の
実
施

●
入
試
の
改
善
に
よ
る

生
徒
の
学
習
内
容
の

適
切
な
評
価

等

大
学

●
S
S
H
へ
の
研
究
者
・
技

術
者
の
派
遣

●
大
学
に
お
け
る
体
験

授
業
の
実
施

●
入
試
の
改
善
に
よ
る

生
徒
の
学
習
内
容
の

適
切
な
評
価

等

概 要

将
来
の
国
際
的
な
科

学
技
術
関
係
人
材
を
育
成

す
る
た
め
に
、
先
進
的
な
理
数
系
教
育
を
実
施
す
る
高
等
学
校
等
を
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
S

S
H
）

と
し
て
指
定
し
て
支
援
を
実
施

平
成

２
７

年
度

予
算
額

：
2
,
3
61
百

万
円

※
運

営
費

交
付

金
中

の
推

計
額
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